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業務提携に関するお知らせ 

 
薬樹株式会社（以下「薬樹」という）と株式会社ＣＦＳコーポレーション（以下「ＣＦ

Ｓ」という）とは、保険調剤薬局事業とドラッグストア事業にかかる両社の経営資源の

相互活用を通じそれぞれの事業の強化と新たな事業創造を目指し、本日、以下のとおり

業務提携契約を締結することとしましたのでお知らせいたします。 

記 

［Ⅰ］業務提携契約の骨子 
１．業務提携の主旨・経緯 

   薬樹は神奈川、東京を中心に保険調剤薬局事業を展開しており、特に神奈川県下

では業界トップの店舗数を有し、ＣＦＳは神奈川、静岡、東京を中心にドラッグ

ストア事業及び食品スーパー事業を展開しております。営業地盤を同じくする両

社が、ともに経営ビジョンとしてかかげる、地域の人々の健康への貢献をより効

果的かつ多面的に実現していくために、両社の経営資源を相互に活用することが

必要と判断し、業務提携を行うこととしたものです。また、この業務提携を推進

するなかで更に両社の関係を強化するための具体的なあり方を引続いて協議し

ていくものであります。 
 

２．業務提携による主な協働取組の内容 
   両社がこの業務提携の下で進める主な協働取組は次のとおりとし、この協働取組

のなかから保険調剤薬局事業とドラッグストア事業の融合・相互補完による新た

な事業創造を目指します。 
  （１）薬剤師をはじめとする人材交流 
     人材交流を通じ両社のノウハウを共有することにより人材力の強化を実現

します。具体的には、薬樹の保険調剤薬局における物販機能の強化を目的と

したＣＦＳからの人的支援、ノウハウの提供等、ＣＦＳで進めるドラッグス

トア店舗の調剤併設化の推進等に必要な人材に関する薬樹からの人的支援

を行うものとします。 



（２）在宅調剤等の共同推進 
     神奈川を中心とした首都圏の両社の営業エリアにおいて在宅調剤の共同推

進、これに関連する物販をはじめとする周辺ビジネスの開発・推進を図りま

す。 
（３）店舗開発の共同推進 

両社の店舗開発に関する情報や店舗開発のノウハウを活かして共同にて出

店することも視野に入れ、既存店の立地環境の見直しや新規出店における相

互の協力、新業態店舗の開発を推進します。 
（４）教育研修システムの相互利用 
   両社それぞれが持つ人材育成のノウハウを相互に活用するとともに、関連施

設の共用化を図ることも検討します。 
  （５）医療用医薬品及びその他商品の調達に関するシナジーの実現 

両社が顧客に提供する医療用医薬品について、調達面のシナジー効果を上げ

調達コストの削減を図り、あわせて物流・在庫管理等の効率化を実現します。

また、物販事業の充実、強化を支援するために、ＣＦＳより薬樹に対しＣＦ

Ｓが独自に開発したＰＢ商品を含め必要なＨ＆Ｂ商品を供給します。 
（６）調剤支援システムの共同開発・活用 

調剤過誤の発生回避・在庫管理・電子薬歴の標準化等のための調剤システム

を共同にて開発・活用し、あわせてＣＲＭを活用したきめ細かな医・薬・食

にかかる情報サービスの実施を目指します。 
 
［Ⅱ］両社の概要 

（１）薬 樹 株式会社（２００９年６月期） 
  本  店  神奈川県大和市西鶴間１丁目９番１８号 

   設  立  １９７９年３月 
資 本 金  ７５百万円 

営業収益  ２５２億円 

店 舗 数  １３６店舗 

従業員数  社員 736 名、パート 8 時間換算 300 名、合計 1,036 名 

代 表 者  代表取締役社長 小森 雄太 

（２）株式会社ＣＦＳコーポレーション（２００９年２月期） 

本 店  静岡県三島市広小路町１３番４号 

設 立  １９４７年９月 

資 本 金  ６,４０１百万円 

営業収益  １,４６１億円 

店 舗 数  ２７５店舗 

従業員数  社員 1,503 名、パート 8時間換算 3,199 名、合計 4,702 名 

代 表 者  代表取締役社長 石田 岳彦 

 
以 上 


